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【補正の内容】
【００４１】
　一方、外部電源（図示せず）により、各電極層５ａ，５ｂ間に電圧を印加すると、マイ
ナス電極側に陽イオンが移動し、プラス電極側に陰イオンが移動する。例えば、図４（ｂ
）に示すように、電極層５ａにプラスの電位、電極層５ｂにマイナスの電位を印加すると
、電極層５ａに陰イオン（図示せず）が集まり、電極層５ｂに陽イオンが集まる。このと
き、陽イオン（カチオン）交換樹脂内では、陰イオンは移動しにくいため、主に陽イオン
が移動することとなる。そして、この陽イオンの偏在による濃度差により、電極層５ａ，
５ｂに体積差が生じ、アクチュエータ１全体が湾曲（変形する）する。即ち、陽イオンが
増加した電極層５ｂは膨潤し、陽イオンが減少した電極層５ａは収縮する。
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